








 

 PMD 患者の行動特性を要求水準測定法により検討するに際し、我々は、彼ら

の身体的ハンディ・キャップをとり除くために言語に限定した方法を用いてき

たが、以前に行なった PMD 患者の WISC の結果が、言語性よりも動作性優位であ

ったので、この傾向が要求水準という WISC とは異なった測定方法を用いた場合

にもみられるかどうかを知るために、要求水準検査を言語性と動作性にわけて

同一被験者を対象として比較検討した。 


